
【言語活動の充実に重点を置いた指導事例】 

科 目 経済活動と法 

単 元 第３章 財産権と契約そしてその保護 

指導項目 ４ 不法行為    （１）一般の不法行為 

指導目標 
一般の不法行為について、実際に発生した事象（新聞記事による）に対する裁判所の

判決等を参考にして、民法における不法行為の意義や要件について考えさせることによ

り、法の解釈や適用についての理解を深めるとともに、論理的な思考力と表現力を養う。

指導方法 

ある事象について、不法行為にあたるかどうか模擬裁判を行う。模擬裁判では原告と

被告の立場でそれぞれの主張を発表させる。なお、民事訴訟には裁判員制度はないが、

生徒自らに裁判員としての自覚を持たせて授業に参加させ、判決は裁判員の多数決によ

る。 
 

指 導 内 容 主な言語活動 

事
前
準
備

１ 新聞記事による事例を提示し、不法行為と認定するかどうか民

法の条文を適用させて自分の考えをまとめさせる。 

２ 民事裁判のしくみを理解させ、裁判の原告と被告の立場で口頭

弁論の原稿を作成させる。 

・レジメに自分の考えをま

とめる。 

導 

入 

１ 模擬裁判の進行方法について説明するとともに、不法行為の認

定は過失責任が原則であることを確認する。 

２ 参加者全員が法的根拠や過去の判例をふまえて、自分の考えを

明確にさせる。 

 
 
・ワークシートに記入する。

展 
 

開 

１ 模擬裁判 

（１）事件の概要説明（裁判長） 

（２）口頭弁論 

ア 原告の主張 

    イ 被告の主張 

    ウ 被告の反対尋問 

    エ 原告の反対尋問 

（３）判決（裁判員の多数決により裁判長が申し渡す） 

２ 意見交換 

・模擬裁判の出演者は、簡

潔、明瞭に発表する。 

・裁判の争点を明確にし、

裁判員に同調してもらうよ

う、主張内容を工夫する。

 

 

 

 

ま
と
め 

・発生した事象に民法の条文を適用するには、裁判官（裁判員）個

人の心証が大きく影響することを確認する。 

・不法行為の要件は、「過失」の認定であることを確認する。 

・感想を発表する。 
 
 

評 

価 

関心・意欲・態度 不法行為に関心を持ち、積極的に取り組んだか。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

思考・判断 主体的に事象について考え、論理的に主張できたか。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

技能・表現 事象に民法を適用し、その結果を適切に表現できたか。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 

知識・理解 不法行為についての基本的な知識を身に付けたか。 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ 



参考資料等 
【板書例】 

４ 不法行為 

 （１）一般の不法行為 

           他人の権利や利益を侵害し、損害を与える行為 

               ↓                    財産上の損害・精神上の損害(慰謝料) 

           加害者に故意または過失がある場合は、損害賠償責任を負う(民法 709 条) 

               ↓    「過失責任の原則」 

   ただし、加害者に責任能力がなければ賠償義務はない。(民法 714 条)       

      加害者の行為と損害発生の因果関係を証明する必要あり。(挙証責任) 

 

       ※加害者が善意無過失であれば、損害賠償義務はない。 
【教室配置】 
 

【訴訟事例】 
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